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ケ ミカ ル タ ン カー
の タ ン ク お よ び配管洗浄

Washing 　 of 　Tanks 　 and 　Pipe　 Lines　 of

　 　 　 　 　 Chemical　 Tankers

　　上 国浩一、伊藤養一郎、山懸義文

　　　　　　平成 8年 3月

　　 日本舶用機関学会誌　31巻 3号

　 ケ ミ カ ル タ ン カ ーの 荷揚 げ後 の タ ン ク 洗浄廃水 の 海洋

へ の 排出は 有害性 に 応 じて 排出基準 が 定 め られ て い る。

有害性 の 高 い 化学物質 に つ い て は タ ン ク 洗浄時 の排水中

の 残液濃度が 定 め られ た 基準 に な る まで は陸 上 に 揚 げ処

理 し、 そ の 基 準以 ドの 濃度 の 洗浄廃水 は 定 め られ た 条件

下 で 海洋 へ の 排出がで き る 。 洗浄排水中 の 残液濃度 を船

上 で 常 に 測定す る こ と は 困 難 な た め 、定 め られ た基 準 に

従 い 洗浄しそ れ 以 後 の 洗浄廃水 は定 め られ た 条件 ドで 海

洋 へ の排出が 認 め られ て い る。こ の 時 に必 要 な洗 浄 水 量

に つ い て IMO （国際海事機関） で 検討 さ れ て い る。し

か しな が ら洗 浄 に よ り発生 した 洗浄廃水 は ほ とん ど水 で

あ り、こ の 焼却処理 に 多 くの エ ネ ル ギ ーと コ ス ト を 要 す

る た め に 、効 率 よ く少 量 の 水 で 洗 浄 す る必 要 が あ る 。

　最近 我 が 国の ケ ミ カ ル タ ン カ ーの ス ト リッ ピ ン グ技術

の 高度化 に よ り タ ン ク ・配 管 内 の 残 液量 は低減 され て き

て お り、排水中の 残液 が 規定濃度 に な る まで 洗浄 す るの

に 必 要 な 洗 浄 水 量 が IMO の 案 よ り低減 で き る可能性 が

あ った 。 そ こ で 実船 試 験 を 1994年 1月 よ り 3月 に 6 回 行

っ た。試験 し た タ ン カ ーの タ ン ク容 積 は 125〜165  で 、

輸 送 し た 物質 は 有害性 の 高 い α
一Methylstyrene，　 m −

Diisopropylbenzeneで あ る。

　 こ の 実 験 結果で は、 IMO の P ＆ A 基 準改 正 案 の 算 式

（MEPC33 ／20Add ．1）を 下 まわ る水 量 で 規 定 濃 度 ま で の

洗浄が 達成 され た 。 これ らの 実験結果か ら均
一

混合 モ デ

ル に よ る推定式 の 補正 係 数 を求 め、そ の 補正 係数の 洗浄

条件別 の 平均値 を用 い て 、タ ン クの 大 きさ、タ ン ク
・配

管内残液 量、洗 浄 中 の タ ン ク ・ 配 管 内 の 滞 留 量 に 応 じた

必 要洗 浄水量 の 推定 を行 っ た。これ ら を 検討 した 結 果、
タ ン ク 内 や 配 管 内 の 残 液 量 が 細 管 に よ る ス ト リ ッ ピ ン グ

装置 に よ り低減 さ れ て き て い る た め 、規定濃度 以 下 に 洗

浄す る た め に 必 要 な 水 量 は低 減 され て い る が、しか し洗

浄水が 洗 浄中 に 配 管系内の デ ッ ドス ペ
ー

ス に 滞留 し、こ

れ が 排水巾の 濃度低減 に 悪 い 影 響を 与 え て い る と考え ら

れ る。した が っ て 今後 さ ら に 洗浄水 量 を 低減す る た め に

は ス ト リ ッ ビ ン グ 残量 を 少 な くす るだ けで な く、配 管系

内の 淀み域 を 無 くす る こ とが必要で あ る。
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　 CFRP 船体及 び ウ オ
ー

タ ジ ェ ッ ト推進 を用 い た

　　　　　　　 ト リマ ラ ン 型 高速 漁 船

　　　　　 鳥野慶
一、吹上紀夫、折戸 義 晴

　　　　　 山越 康 行 、後 町 光 夫、加 賀　壽

　　　　　　　　　 平成 7年 9 月

　　　　 4th 　 Japan　International　SAMPE

　　　　　　Symposium 　 and 　Exhibition

　 漁業 と い う の は、き っ く、汚 く、危 険 な 仕 事 と して 、

日本 の 若者 に 好 ま れ な い 仕事 の 一
っ とい わ れ て い る。こ

れ を 改善 しよ う と函 館市 の 企 業 6社 が 共 同研 究組 合 を作

り、地 元 の 大 学 や 公的研究機関 と 協力 して 、若者 が 興 味

を示 しそ うな次 世 代 漁船 の 製 作 を計画 した 。 こ の 漁船 の

設計概念 は、高速 で 走行 し、安全性 が 高 く、操 縦 性 が よ

く、形 状 が若 者向き で 、 乗 り心 地 が良 い こ と と した 。 こ

れ らの 要件を満た す た め
、 船体は三 胴型 （セ ミ ト リマ ラ

ン ） に して 甲板 を広 く使 え る よ う に し、軽量 化 に よ る 高

速 性 と運動性能 を よ くす る た め 船 体 に CFRP を取 り入

れ、漁 網 の か らみっ きが な く漁 場で の 作業行動が 容易 に

な る よ うに ウ オ
ー

タ ジ ェ ッ ト推進機を使用す る な ど 、 こ

れ ま で に な い 要素 を 取 り 入 れ た 、三 胴型 FRP 製漁船
“
ス
ーパ ーマ 1丿ン

”
　 （次世代漁 船） を製作 した 。

　 船 体 を設 計 す る た め の 基 礎的 な 調 査 と して 、模 型 船 を

製作 し、航走時 の 抵抗性能及 び ト リム 等航走 姿勢 の 試験

を行 い 、排 水 量及 び航走 姿勢 と速 度 の 関係を 求 め る と 共

に、種 々 の 積層構成 の ハ イ ブ リ ッ ド型 FRP 材料 に っ い

て 、引 張、圧 縮、曲 げ及 び剪断 試 験 を 行 い、そ の 中か ら

素材
．
の 強度特性が 良 く、船体 に 適す る積層構 成 を選定 し、

船体 に 使用 した。

　実船 は、組合員の 造船所で 製作した 。 実船の 使用原材
．

料 は、マ ッ ト状 及 び一
方向織の ガ ラ ス 繊維 と

一
方向織の

カ
ー

ボ ン 繊維及 び ビ ニ ル エ ス テ ル 樹 脂 で 、 成形 は ハ ン ド

レ イ ア ッ プ法 （常温 ）で あ る。出来上 が っ た 船体の 重量

は 2，8tQn、エ ン ジ ン 、乗員 、 燃 料等を 含め た 全 重量 は 約

5．2tonとな った 。

　実船の 航走試験 で は、航走 速 度 28．5kt／2500rpm を記

録 し、良 好 な 航 走 姿 勢 及 び旋 回性能 を 得た 。 ま た、船体

の 強度 は、小型 船舶検査機構 の 基準 に も と つ い た縦曲げ

試験 を行 っ た が、十 分 な 強度 を持 って い る こ とが 確認 で

きた 。
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